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2018年度冬季の電力需給実績の検証

















11（参考）北海道エリアの需給実績について

 供給力では一部火力の計画外停止があったものの、冬季期間を通じて10%程度の予備率を確保されていた
ことを確認した。

 石狩湾新港発電所1号機は、2018年10月5日に試運転を開始し、2019年2月27日には営業運転を開始
している。2018年11月下旬には試運転において発電出力100％に到達し、冬季期間中において大規模な
供給力減少リスクが発現した際の緊急時の供給力として活用できる状況であったことを確認した。なお、事前の
想定以上の厳寒となったエリア最大需要発生日には、試運転予定の変更による供給力の上積みにより予備率
10.7％を確保した。

 新北海道本州間連系設備は、2019年3月28日に運転開始している。

北海道電力（株）提供：今冬の使用率実績（でんき予報）
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2019年度夏季の電力需給の見通し
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（余白）





15電力需給検証の基本的な考え方

（３）電力需給バランスの検証

 評価基準としては、過去10年間で最も厳気象（猛暑・厳寒）であった年度並みの気象条件での最大電力需要
（厳気象H1需要）の103％の供給力確保とする。

 また、以下の点を考慮の上、電力需給バランスを評価する。

 供給力は、地域間連系線を活用して、予備率が高いエリアから低いエリアへ、各エリアの予備率が均平化する
ように供給力を振り替えて評価する

 供給力は、全エリアであらかじめ計画外停止率を考慮する

 需要は、エリア間の最大需要発生の不等時性を考慮する

 予備率最小断面の電力需給バランスについても追加的に評価する















22まとめ

 2019年度夏季の猛暑H1需要発生時の電力需給見通しを作成するにあたっては、供給計画の
データを活用しつつ、詳細なデータを主要な事業者を対象に収集するという形で取りまとめ、以下を
確認した。

 2019年度夏季が、過去10年間で最も厳しい気象条件となり、一定の電源の計画外停止が
発生した場合でも、電源Ⅰ´・火力増出力運転・連系線の活用により、全国で安定的な電力
供給に必要な予備率3%を確保できる見通しである。

 また、太陽光発電の出力状況等により予備率が最小となる時間帯においても、全国で予備率
3%を確保できる見通しである。

 さらに、計画外停止などの一定の条件を上回るリスク（稀頻度リスク）が顕在化した場合でも、
安定供給に最低限必要な予備率の水準を確保できる見通しである。
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（以降、需給バランス算定手順）

１．最大需要断面
２．予備率最小断面
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（以降、需給バランス算定手順）

１．最大需要断面
２．予備率最小断面
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（余白）




























